
地の建設が実現可能な段階に達しているとも言われる。 r月面とはい

え、ゼネコンとして基地の建設にチャレンジしたしリ。東急建設が、

壮大な夢のプロジェクトの一端に真剣に挑んだ。

そう遠くない将来、宇宙を舞台にした SF (空想税学)の世界が、

現実になる臼がくるかも知れな~ ¥0 われわれにとって最も身近な存在

の 1つが、地球唯一の衛星「月J0 人類の技術レベルは既に、月面基

月
面
開
発
を
行
う
に
は
、
人
の
滞
在
拠

点
が
欠
か
せ
な
い
。
し
か
し
、
月
面
で
は

か
ラ
怒

1
0
0度
以
上
に
な
る
昼
夜
の
温
度

差
や
宇
宙
放
射
線
、
損
石
、
猛
烈
な
砂
嵐

な
ど
、
地
球
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い

過
酷
な
環
境
が
立
ち
は
だ
か
る
。

こ
れ
ら
外
的
要
因
か
ら
居
住
モ
ジ
ュ
ー

ル
を
守
る
た
め
、
東
急
建
設
技
術
研
究
所

は
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
(
J
A
X
A
)

東急建設

と
共
同
研
究
に
取
り
組
み
、
月
の
砂
を
使

っ
た
土
の
う
で
擁
壁
を
築
く
工
法
の
実
現

可
能
性
を
検
証
し
た
。

時
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
約
初
年
。
ゼ
、
ネ

コ
ン
各
社
が
宇
宙
開
発
関
連
の
提
案
を
活

発
に
行
っ
て
い
た
こ
ろ
、
同
社
も
得
意
分

野
の
建
設
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
生
か
し
、
月

面
に
擁
壁
を
造
る
「
ル
ナ
l
・
テ
キ
ス
タ

イ
ル
工
法
」
を
考
案
、
特
許
も
取
得
し
て

ト工法検証

メージ(提供・ JAXA、東急建設)

20年来の夢現実的なロボッ
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拠点モジュールの周囲に擁壁を築く。その後、
隙聞を砂で充填する(提供・ JAXA、東急建設〉

い
た
。J

A
X
A
が
共
同
研
究
者
を
広
く
公
募

し
た
「
月
面
ロ
ボ
ッ
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に

応
募
・
採
択
さ
れ
、
本
格
的
に
研
究
が
ス

タ
ー
ト
し
た
の
は
2
0
1
0
年
7
月。

「
い
ず
れ
実
現
を
迎
え
る
時
に
、
会
社
に

残
っ
て
い
る
若
手
に
手
掛
け
て
も
ら
い
た

い
」
(
柳
原
好
孝
東
急
建
設
技
術
研
究
所

メ
カ
ト
ロ
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
)
と
の
思

い
か
ら
、
大
学
で
宇
宙
ロ
ボ
ッ
ト
を
学
ん

だ
経
験
も
あ
り
、
当
時
新
入
社
員
だ
っ
た

井
上
大
輔
さ
ん
を
主
担
当
者
に
抜
て
き
し

た。

東急建設技術研究所メカトロ
夕、ループの井上さん(左)と
柳原リーダー

公
募
の
時
点
で
は
、
拠
点
モ
ジ
ュ
ー
ル

(
直
径

4
M、
長
さ

5
M、
重
さ
3
J
)

は
月
面
を
掘
っ
て
埋
め
、
砂
を
か
ぶ
せ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
斗
重
力
が
地
球
の

6
分
の
1
の
月
で
は
、
掘
る
と
い
う
行
為

自
体
が
難
し
い
。
掘
っ
た
部
分
に
は
ア
リ

地
獄
の
よ
う
に
砂
が
流
れ
落
ち
る
。
掘
削

エ
リ
ア
も
広
く
な
る
」
(
柳
原
リ
ー
ダ
ー
)

な
ど
、
ゼ
ネ
コ
ン
な
ら
で
は
の
視
点
か
ら

課
題
を
洗
い
出
し
、
士
の
う
の
積
み
上
げ

に
よ
る
掘
ら
な
い
工
法
を
提
案
し
た
。

採
択
後
は
ま
ず
、
過
去
の
ア
イ
デ
ア
を

基
礎
に
据
え
、
土
木
的
見
地
か
ら
の
検
証

作
業
を
進
め
た
。
月
の
模
擬
砂
を
使
っ
た

遠
心
模
型
実
験
で
は
、
土
の
う
が
倒
壊
す
曲

る
圧
力
や
崩
れ
や
す
い
個
所
な
ど
を
把
握
慨

し
、
十
分
な
安
全
を
確
保
で
き
る
構
造
に

め
ど
を
付
け
た
。

そ
し
て
、
『
移
動
』
で
は
な
く
『
作
業
』

す
る
建
設
ロ
ボ
ッ
ト
の
試
行
錯
誤
が
始
ま

っ
た

D

井
上
さ
ん
は
「
食
品
工
場
や
包
装

業
界
の
展
示
会
に
足
を
運
び
ヒ
ン
ト
を
探

し
回
っ
た
」
。
土
の
う
は
粉
末
薬
な
ど
の
包

装
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
連
続
的
な
ポ
ケ
ッ

ト
型
と
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
胴
体
部
は
コ
ン
ベ

ヤ
ー
で
送
り
出
し
な
が
ら
土
の
う
を
次
々

に
製
造
し
て
い
く
仕
組
み
に
し
た
。
ロ
ボ

ッ
ト
の
サ
イ
ズ
も
、
日
本
の
ロ
ケ
ッ
ト
に

搭
載
で
き
る
寸
法
に
収
め
た
。

想
定
さ
れ
る
実
際
の
作
業
で
は
、
別
の

ロ
ボ
ッ
ト
で
建
設
ロ
ボ
ッ
ト
の
上
方
か
ら

月
の
砂
を
投
入
。
そ
の
砂
を
一
定
量
ず
つ

シ
l
ト
材
で
包
み
込
み
、
で
き
た
土
の
う

を
積
み
上
げ
て
い
く
。
拠
点
モ
ジ
ュ
ー
ル

を
土
の
う
で
囲
ん
だ
後
、
隙
聞
と
モ
ジ
ュ

ー
ル
上
部
に
砂
を
充
填
す
る
。

ロ
年
3
月
ま
で
の
共
同
研
究
で
は
、
日

分
の
1
ス
ケ
ー
ル
の
試
作
機
を
製
作
。
浜

松
市
の
中
田
島
砂
E
で
行
わ
れ
た
実
験
で

は
、
屋
外
で
も
正
常
に
動
作
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
井
上
さ
ん
ら
は
そ
の
後
、
成
果

を
も
と
に
論
文
執
筆
や
学
会
発
表
な
ど
に

励
み
、
多
方
面
か
ら
高
い
関
心
を
集
め
た
。

研
究
開
発
分
野
で
は
、
時
と
し
て
先
端

を
行
き
す
ぎ
る
場
合
が
あ
る
。
「
昔
取
り

組
ん
で
い
た
研
究
を
ひ
も
と
き
、
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
は
大
事
。
あ
き
ら
め
る

と
、
そ
こ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
も
の
が

な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
柳
原
リ
ー
ダ
ー
。

当
初
2
0
2
0
年
代
と
し
て
い
た
政
府

の
月
面
基
地
建
設
の
目
標
年
次
は
先
送
り

と
な
っ
た
が
、
井
上
さ
ん
は
「
日
常
業
務

の
合
闘
を
見
つ
け
、
継
続
的
に
研
究
を
や

っ
て
い
き
た
い
」
と
ゴ
l
サ
イ
ン
に
備
え

る。

2.朝日
5.岐阜
8.静岡
11.建通
14信濃毎日

【建設ICT】

1 .日経
4.読売
7.産 経
H).中部経済
0:3)建設通信
16.建設工業
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